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はじめに
2020 年、見えない敵と戦うという予想さえしなかった

ことが現実となった。新型コロナウィルス感染症の影響に

より、経済社会も地域社会も大きな変化を強いられ、「新

しい生活様式」という言葉も生まれた。直接的に人と人と

がつどい、つながりや関わり、学び合いを通して地域活性

化に寄与してきた社会教育においても、活動が大きく制限

された。

鹿児島市においても、事業の中止や規模縮小を余儀なく

され、人づくり・つながりづくり・地域づくりにも大きな

影響を受けた。しかし、困難な状況の中で、社会教育の意

義や重要性を再認識し、その取組を充実させるべく工夫改

善を図る契機になった。

そこで、本報告ではコロナ禍での鹿児島市社会教育・生

涯学習の取組の成果・課題を検証するとともに、これから

の推進の在り方などについて、生涯学習プラザの動向を中

心にまとめることとした。

なお、筆者（小山）の業務は、市民からの相談対応、事業・

講座の企画・運営支援、各種団体からの照会作業、その他

担当業務の遂行である。鹿児島市生涯学習課には課長、生

涯学習係長１名、指導主事（筆者含む）５名、社会教育指

導員 5 名がおり、また管理係長および管理係７名（市役所

職員）の合計 20 名が在籍している。2023 年３月時点の筆

者の事務分掌は、生涯学習プラザ運営に関すること（主催・

協働講座、チラシ等）、女性リーダー・高齢者教育に関す

ること（学び広げる地域リーダー研修会等）であり、この

他に、社会教育委員の会議に関すること、社会教育主事講

習・登録に関すること、地域婦人会、生活学校に関するこ

と、女性会館運営に関すること（自主学習グループの認定）

となっている。

１．鹿児島市の社会教育行政
⑴　鹿児島市の教育の取組における基本的な考え方

「目指すべき教育の姿」を次のように定めている。

また、本市社会教育施策の方向性とは下記の通りである。

◆家庭や地域の教育力の向上と生涯学習環境の充実

・　家庭教育の充実

・　生涯学習活動の充実

・　学習成果の活用

・　生涯学習推進体制の充実

・　生涯学習機能の充実

・　学習情報の提供、相談機能の充実

さらに、生涯学習の充実に向けた「施策の方針」として代

表的なものを確認すると以下の８点が挙げられる（『第二次鹿

児島市教育振興基本計画』より）。その際、重視されるのは

「市民が、生涯のいつでも、自由に学習機会を選択して学ぶ

ことができ、その成果が適切に生かされるような生涯学習社

会の実現のために、『市民一人　一芸・一学習・一スポーツ』

というモットーのもと、鹿児島市の生涯学習の充実を図り、生

涯学習に支えられた市民参画のまちづくりを推進していく」と

いう観点であり、自由な学習機会の選択、学習成果の地域還

元、生涯学習に支えられた市民参画のまちづくりが目指されて

おり、市町村自治と生涯学習の振興との関係についても触れ

目指すべき教育の姿
【か】　鹿児島市に誇りを持ち、
　 【ご】　これからの時代に必要な生きる力を養い、
　 　【し】　心身ともにたくましく、
　 　　【ま】　学び続ける人材を社会全体で育成します。

鹿児島市の教育の取組における基本的な考え方
　子どもたちが夢と希望を持って、限りない可能性に挑戦できるよう、学校・
家庭・地域・事業者などが連携・協働しながら、情操や道徳心といった豊
かな心をはじめ、確かな学力、健やかな体の３つのバランスのとれた「生き
る力」を育む教育を進めます。

誰もが、生涯にわたって学び続けることができるほか、文化芸術や歴
史に親しむことのできる環境づくりに取り組みます。

⬆
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　既納の使用料は、還付しない。ただし、教育委員会が特

別の理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付

することができる。

⑵臨時主査等会の開催
鹿児島市教育委員会の方針が示されると、各公民館と連携

を図り共通理解のもと、館の運営に関して共通実践していく

必要があった。そこで、臨時の主査等会を行い、確認できる

ようにした。

また、新しい方針が出されるたびに、各公民館に対応につ

いて依頼文を送り、適切な対応をお願いするようにした。

３．生涯学習施設等の館の経営・運営
　 の推移
⑴基本方針

市の方針を受け、市の所管施設と足並みをそろえる形でそ

の都度対応するようにした。

令和２年３月12 日付

ア　イベントについて

　３月 25 日迄の本市主催のイベントについては、十分な予防

策が施せるもの（全員がマスク着用など）を除き、中止または

延期とする。

イ　会議室の取扱いについて

　 ・３月25日までに既に申し込まれている会議室・学習室等（グ

ループ利用）は、原則、利用中止

　 ・ただし、準備経費がかかっているなど、市民に多大な影

響が考えられる場合は、各館の判断にて個別対応

　・３月 25 日までは、小・中・高校生は利用中止

　 ・施設の運営にあたっては、換気や人が密に集まらない工

夫をするなどさらなる対策に努める。　　　　　　

令和２年４月 20 日付

ア 　緊急事態宣言が出されたことに伴い、本施設等をすべて

休館・利用休止とする。休館の期間は４月 21 日～５月６日

までとする。

イ 　この期間に既に申し込まれている会議室・学習室等（グルー

プ利用）は、原則、利用休止。ただし、準備経費がかかっ

ているなど、市民に多大な影響が考えられる場合は、各館

の判断にて個別対応とする。

令和３年８月19 日付

ア 　「まん延防止等重点措置」実施に伴い、「８月 20 日～９

月12 日の間、本市主催のイベント等については、原則、中

止または延期する」に基づき、地域公民館の主催する講座、

研修会等は、中止または延期とする。

イ 　「８月 20 日～９月 12 日の間、市所管施設等は、一部施

設を除いて原則休館する」に基づき、地域公民館は休館す

る。ただし、この期間の利用について、既に申込済みの会

議室・研修室は、準備経費がかかっているなど市民に多大

な影響が考えられる場合、利用希望がある場合等は、各館

の判断にて個別対応とする。なお、利用する場合は、イベ

ント開催は 21 時まで、イベント開催以外は 20 時までを利

用時間として制限する。また、この期間に利用を希望する

新規受付は行わない。

⑵生涯学習プラザの取組
①定員の削減・人数の制限

緊急事態宣言を受け、生涯学習プラザの研修室等の利用

人数に制限を設け、密にならないよう、下のような「部屋貸出

しの目安人数」を策定した。

②サンエールフェスタ

市民が生涯を通じて学び活躍できるまちの形成を目指し、

本市の生涯学習の推進と男女共同参画社会の実現に向けて、

市民相互の情報発信や交流を図る場とする事を趣旨に掲げ毎

年「サンエールフェスタ」を開催している。各年度の状況はつ

ぎの通りである。

令和２年度は、マスク着用や手指消毒など感染拡大防止対

策を十分にとり、事業を開催することができた。

令和３年度は、できる範囲で取り組むことになり、名称を「サ

ンエールぷちフェスタ」として実施する予定であった。しかし、

直前になって、急激に感染者数が増加したため安全面を考慮

部屋名 定員数 令和２年５月 令和２年6月

講堂（ホール） 400 50〜 80 200

小研究室 1〜 3 19 8 9

中研究室 1〜 3 29 10 14

スタジオ 1 50 15〜 20 25

スタジオ 2 8 3 4

マルチメディア学習室 28 10 10

情報活用セミナー 21 11 11

多目的フロア 88 30 44

生活工房 28 13 14

食工房 22 10 11

伝統文化セミナー 30 12 15

部屋貸出しの目安人数 （人）

※令和２年９月以降は通常の定員数に戻した。

かごしま生涯学習研究－大学と地域  第 4 号（2023年 3 月）

られている。以下、８点を具体的に確認したい。

①学校・家庭・地域・関係機関等と連携し、家庭教育に関す

る啓発や発達段階に応じた学習機会・情報の提供、相談等

の家庭教育支援の充実に努め、保護者と子どもが共に育つ家

庭教育を推進するとともに、父親の子育て参加の促進に努め

る。

②市民一人ひとりが生涯にわたって生きがいを持ち、心豊かな

生活を送れるよう、生涯学習関連施設において、多様化・高

度化するニーズや現代的課題、ライフステージ等に対応した学

習機会の充実に努める。

 「第四次鹿児島市子ども読書活動推進計画」に基づき、読

書活動の意義や重要性について、広く普及・啓発を図るととも

に、子ども読書活動の環境整備やその他必要な体制の整備・

充実に努める。

　また、人権啓発講演会をはじめとする様々な人権問題に関

する学習機会を拡充し、人権問題についての正しい理解と認

識を深める。

③学習成果を生かし、地域における様々な活動に積極的に関

わることが、仲間づくりや豊かな人間関係の形成及び、学習

活動を核とした地域の活性化につながるため、学校支援ボラ

ンティア事業、おやじの会活動支援事業の推進を通して、市

民の学習成果を還元する機会を拡充させることにより地域教

育力の活性化を図り、地域で学校を支援する体制の確立に努

める。

④学びを通じた人づくり・地域づくりを推進するため、地域社

会に蓄積された多くの知恵を生かし、地域の活動で中核とな

り活躍する社会教育関係指導者やリーダーの育成に努め、人

と人とのつながりを深めるネットワークの形成に努める。また、

時代の変化に対応したオンラインの講座を行うなど、ICT を

活用した体制づくりを推進する。

⑤市民の学習や交流、地域づくりにつながる活動の場となると

ともに、利用者がそれぞれの目的に応じて学習できるような環

境づくりに努める。また、利用者の安全の確保と利便性の向

上を図るため、適正な施設管理に努める。

⑥生涯学習情報の提供に努めるとともに、ICT を活用した市

民サービスの向上や学習相談機能の充実に努める。

⑦各年齢期に応じた自然体験や生活体験、ボランティア活動

などを組み入れた異年齢集団活動や交流活動等の機会と場

の拡充に努め、青少年一人ひとりが「生きる力」を身に付け、

これからの社会をたくましく生き抜くことができる資質や能力

を育成する。

　特に、鹿児島の教育的伝統や風土を生かした体験活動の

促進に努める。

⑧青少年を取り巻く社会環境の浄化や非行防止活動などを推

進し、青少年が健全に育つ環境づくりを推進する。

　また、心豊かで元気あふれる「さつまっ子」の育成市民会

議及び関係機関・団体の代表者で構成する諸対策会議や研

修会の充実に努めるとともに、非行防止活動の強化、青少年

を取り巻く社会環境の浄化、相談活動の充実、広報啓発活

動の推進に努める。

以上、確認した通り、発達段階については子どもや青少年

に注目した文言が多く、施策の方向性の筆頭に学校・家庭・

地域連携が位置付く（「家庭教育の充実」）ものの、地域づく

りや人権、仲間づくりにも注目しながら、ICT の活用なども謳

われており、今般の社会動向や時代状況の変化が踏まえられ

た内容構成となっている。

２．教育行政実務の内部の動き
⑴施設利用に関することの共通理解

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、施設利用に関

する各部署における共通理解・共通実践が課題となった。ま

ず国や県の動向を受けて、鹿児島市の方針が決定する。それ

を受けて教育委員会の方針が決定する。さらには、それを受

けて生涯学習課から所管施設へといった流れができていく。

2020 年２月に、全国の学校に臨時休校を要請する中で、

鹿児島市でも市民を対象とした講座やイベントについて中止や

延期が余儀なくされた。

また、４月に鹿児島市で初となる新型コロナウィルス感染者

が確認されて以降、市長メッセージ等を通して、人権の配慮

や自粛要請などの感染対策に関するメッセージが何度となく

発せられるようになった。

さらには、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止に伴

う理由で、施設使用許可済みの団体から、施設使用の取り消

しなどの申し出も予想されたため、条例も改めて確認する必

要があった。

例）鹿児島市公民館条例　第６条

３　 既納の使用料は、返還しない。ただし、次の各号の

いずれかに該当する場合はこの限りではない。

　⑶ 使用者が使用開始前に使用の取消しを申し出て、教育

委員会がこれを認めたとき。

例）鹿児島市生涯学習プラザ条例　第10条
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　既納の使用料は、還付しない。ただし、教育委員会が特

別の理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付

することができる。

⑵臨時主査等会の開催
鹿児島市教育委員会の方針が示されると、各公民館と連携

を図り共通理解のもと、館の運営に関して共通実践していく

必要があった。そこで、臨時の主査等会を行い、確認できる

ようにした。

また、新しい方針が出されるたびに、各公民館に対応につ

いて依頼文を送り、適切な対応をお願いするようにした。

３．生涯学習施設等の館の経営・運営
　 の推移
⑴基本方針

市の方針を受け、市の所管施設と足並みをそろえる形でそ

の都度対応するようにした。

令和２年３月12 日付

ア　イベントについて

　３月 25 日迄の本市主催のイベントについては、十分な予防

策が施せるもの（全員がマスク着用など）を除き、中止または

延期とする。

イ　会議室の取扱いについて

　 ・３月25日までに既に申し込まれている会議室・学習室等（グ

ループ利用）は、原則、利用中止

　 ・ただし、準備経費がかかっているなど、市民に多大な影

響が考えられる場合は、各館の判断にて個別対応

　・３月 25 日までは、小・中・高校生は利用中止

　 ・施設の運営にあたっては、換気や人が密に集まらない工

夫をするなどさらなる対策に努める。　　　　　　

令和２年４月 20 日付

ア 　緊急事態宣言が出されたことに伴い、本施設等をすべて

休館・利用休止とする。休館の期間は４月 21 日～５月６日

までとする。

イ 　この期間に既に申し込まれている会議室・学習室等（グルー

プ利用）は、原則、利用休止。ただし、準備経費がかかっ

ているなど、市民に多大な影響が考えられる場合は、各館

の判断にて個別対応とする。

令和３年８月19 日付

ア 　「まん延防止等重点措置」実施に伴い、「８月 20 日～９

月12 日の間、本市主催のイベント等については、原則、中

止または延期する」に基づき、地域公民館の主催する講座、

研修会等は、中止または延期とする。

イ 　「８月 20 日～９月 12 日の間、市所管施設等は、一部施

設を除いて原則休館する」に基づき、地域公民館は休館す

る。ただし、この期間の利用について、既に申込済みの会

議室・研修室は、準備経費がかかっているなど市民に多大

な影響が考えられる場合、利用希望がある場合等は、各館

の判断にて個別対応とする。なお、利用する場合は、イベ

ント開催は 21 時まで、イベント開催以外は 20 時までを利

用時間として制限する。また、この期間に利用を希望する

新規受付は行わない。

⑵生涯学習プラザの取組
①定員の削減・人数の制限

緊急事態宣言を受け、生涯学習プラザの研修室等の利用

人数に制限を設け、密にならないよう、下のような「部屋貸出

しの目安人数」を策定した。

②サンエールフェスタ

市民が生涯を通じて学び活躍できるまちの形成を目指し、

本市の生涯学習の推進と男女共同参画社会の実現に向けて、

市民相互の情報発信や交流を図る場とする事を趣旨に掲げ毎

年「サンエールフェスタ」を開催している。各年度の状況はつ

ぎの通りである。

令和２年度は、マスク着用や手指消毒など感染拡大防止対

策を十分にとり、事業を開催することができた。

令和３年度は、できる範囲で取り組むことになり、名称を「サ

ンエールぷちフェスタ」として実施する予定であった。しかし、
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部屋名 定員数 令和２年５月 令和２年6月

講堂（ホール） 400 50〜 80 200

小研究室 1〜 3 19 8 9

中研究室 1〜 3 29 10 14

スタジオ 1 50 15〜 20 25

スタジオ 2 8 3 4

マルチメディア学習室 28 10 10

情報活用セミナー 21 11 11

多目的フロア 88 30 44

生活工房 28 13 14

食工房 22 10 11

伝統文化セミナー 30 12 15

部屋貸出しの目安人数 （人）

※令和２年９月以降は通常の定員数に戻した。
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られている。以下、８点を具体的に確認したい。

①学校・家庭・地域・関係機関等と連携し、家庭教育に関す

る啓発や発達段階に応じた学習機会・情報の提供、相談等

の家庭教育支援の充実に努め、保護者と子どもが共に育つ家

庭教育を推進するとともに、父親の子育て参加の促進に努め

る。

②市民一人ひとりが生涯にわたって生きがいを持ち、心豊かな

生活を送れるよう、生涯学習関連施設において、多様化・高

度化するニーズや現代的課題、ライフステージ等に対応した学

習機会の充実に努める。

 「第四次鹿児島市子ども読書活動推進計画」に基づき、読

書活動の意義や重要性について、広く普及・啓発を図るととも

に、子ども読書活動の環境整備やその他必要な体制の整備・

充実に努める。

　また、人権啓発講演会をはじめとする様々な人権問題に関

する学習機会を拡充し、人権問題についての正しい理解と認

識を深める。

③学習成果を生かし、地域における様々な活動に積極的に関

わることが、仲間づくりや豊かな人間関係の形成及び、学習

活動を核とした地域の活性化につながるため、学校支援ボラ

ンティア事業、おやじの会活動支援事業の推進を通して、市

民の学習成果を還元する機会を拡充させることにより地域教

育力の活性化を図り、地域で学校を支援する体制の確立に努

める。

④学びを通じた人づくり・地域づくりを推進するため、地域社

会に蓄積された多くの知恵を生かし、地域の活動で中核とな

り活躍する社会教育関係指導者やリーダーの育成に努め、人

と人とのつながりを深めるネットワークの形成に努める。また、

時代の変化に対応したオンラインの講座を行うなど、ICT を

活用した体制づくりを推進する。

⑤市民の学習や交流、地域づくりにつながる活動の場となると

ともに、利用者がそれぞれの目的に応じて学習できるような環

境づくりに努める。また、利用者の安全の確保と利便性の向

上を図るため、適正な施設管理に努める。

⑥生涯学習情報の提供に努めるとともに、ICT を活用した市

民サービスの向上や学習相談機能の充実に努める。

⑦各年齢期に応じた自然体験や生活体験、ボランティア活動

などを組み入れた異年齢集団活動や交流活動等の機会と場

の拡充に努め、青少年一人ひとりが「生きる力」を身に付け、

これからの社会をたくましく生き抜くことができる資質や能力

を育成する。

　特に、鹿児島の教育的伝統や風土を生かした体験活動の

促進に努める。

⑧青少年を取り巻く社会環境の浄化や非行防止活動などを推

進し、青少年が健全に育つ環境づくりを推進する。

　また、心豊かで元気あふれる「さつまっ子」の育成市民会

議及び関係機関・団体の代表者で構成する諸対策会議や研

修会の充実に努めるとともに、非行防止活動の強化、青少年

を取り巻く社会環境の浄化、相談活動の充実、広報啓発活

動の推進に努める。

以上、確認した通り、発達段階については子どもや青少年

に注目した文言が多く、施策の方向性の筆頭に学校・家庭・

地域連携が位置付く（「家庭教育の充実」）ものの、地域づく

りや人権、仲間づくりにも注目しながら、ICT の活用なども謳

われており、今般の社会動向や時代状況の変化が踏まえられ

た内容構成となっている。

２．教育行政実務の内部の動き
⑴施設利用に関することの共通理解

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、施設利用に関

する各部署における共通理解・共通実践が課題となった。ま

ず国や県の動向を受けて、鹿児島市の方針が決定する。それ

を受けて教育委員会の方針が決定する。さらには、それを受

けて生涯学習課から所管施設へといった流れができていく。

2020 年２月に、全国の学校に臨時休校を要請する中で、

鹿児島市でも市民を対象とした講座やイベントについて中止や

延期が余儀なくされた。

また、４月に鹿児島市で初となる新型コロナウィルス感染者

が確認されて以降、市長メッセージ等を通して、人権の配慮

や自粛要請などの感染対策に関するメッセージが何度となく

発せられるようになった。

さらには、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止に伴

う理由で、施設使用許可済みの団体から、施設使用の取り消

しなどの申し出も予想されたため、条例も改めて確認する必

要があった。

例）鹿児島市公民館条例　第６条

３　 既納の使用料は、返還しない。ただし、次の各号の

いずれかに該当する場合はこの限りではない。

　⑶ 使用者が使用開始前に使用の取消しを申し出て、教育

委員会がこれを認めたとき。

例）鹿児島市生涯学習プラザ条例　第10条
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講堂については、次のような配置で座席指定等の対策
を行った。前３列は、飛沫対策のため全ての研修会等に
おいても空けるようにした。

⑤定期的な館内巡視
館内掲示等による３密防止を呼びかけると同時に、定期的

に館内を巡視することにより、マスク着用を呼びかけ、大人数

が集まっての会食を控えていただくようお願いした。また、当

初は長時間の滞在についてもご遠慮いただくように協力をお願

いした。

⑥消毒セットの配置
館入口だけでなく、研修会や講座の開始時には手指消毒と

同時に検温も実施するようにした。

⑦時間短縮
研修会や講座の内容についても再検討し、できるだけ時間

を短縮してでも実施できるようにした。料理講座については、

当初中止することも多かったが、作った料理を持ち帰るなど時

間を工夫しながらできるだけ実施する方向で進めていった。

⑶臨時休館対応
コロナ禍において、生涯学習関連施設では２度の臨時休館

を実施した。１度目が、令和２年４月２１日から５月６日まで。

【食工房の様子】

【学び広げる地域リーダー養成研修会：会場図】

【演台のアクリル板】
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してやむなく中止とした。

令和４年度は、できることをできるだけやってみようと各団

体にも協力を依頼しながら準備を進めた。これまで別行事と

して行ってきた、公民館音楽祭も本行事の１つとして実施する

ことができた。

新型コロナウィルスの流行前と比較しても、客席に住民の姿

が戻り始めていることがわかる。

③共用スペースの利用制限・来館者カード記入
新型コロナウィルス感染症が拡大する中で、生涯学習プラ

ザにおいては、当初、飲食ブースや学習スペース等の共用スペー

スにおいて、密にならないよう座席を減らすなどした。また、

違う団体が重なって活動する可能性のある一部利用や調理を

伴う研修を行う場所においては利用を制限することもあった。
さらに、学習スペースや情報体験コーナー等の利用にあたっ

ては、「利用届出」を提出してもらうようにした（※措置は令和

４年 11 月まで）。「利用届出」は、１か月保管後破棄という対

応をとった。

④座席配置の工夫やアクリル板の設置
食工房については、調理を含む研修が行われるため、対面

にならないように座席を配置し、テーブルにはアクリル板を設

置するなどの対応をした。

また、研修会や講演会の際には司会者や講師の前にもアク

リル板を設置するようにした。

【学習スペースの利用制限通知】

【一部利用の休止】

【平成 29年度：サンエールフェスタ】

【令和：4年度サンエールフェスタ】

【利用届出】
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況は、以下の通りである。

⑤掲示による対策
来館者への感染対策の一つとして、様々な掲示も行った。

その時々の方針により内容も検討しながら作成し、協力を依

頼してきた。

４．講座・サークル活動の停滞・再開・
　 感染防止対策を踏まえた取組
⑴講座等の運営の実際
①講座実施上の留意点についての職員間認識

講座の実施に伴う感染対策として、以下のような点につい

て、令和２年度より状況に応じて改訂しながら本年度まで職

員間の共通理解事項を設けてきた。

１　プラザ講座開講について

　　新型コロナウィルス感染症予防対策を可能な限り行

い、現在のところプラザ講座は、全講座開設する予定

である。

２　開設する講座の学習計画等について（新型コロナ

ウィルス感染症予防対策）

⑴３密解消のため定員を研修室の定員に合わせ実施

する。

⑵学習回数は予定回数が基本だが、講師と相談して

決定する。

⑶学習時間は計画どおり２時間とする。（講師の要望が

あれば別途検討する）

３　受講者への新型コロナウィルス感染症予防の協力

依頼について

⑴　参加を自粛いただく方

ア　発熱や軽度でも咳や咽喉の痛みがある方及び陽

性者との濃厚接触がある方

イ　講座日に毎回体温を測り、熱（微熱でも）がある方

や具合の悪い方

⑵　講座参加時に留意すること

ア　マスク着用が基本（咳エチケット）

イ　手洗い・うがいの徹底と水分補給・汗の始末等

ウ　人と人との間隔（座席間）を２ｍ近くに保つなど３

密の回避

エ　120分間の講座時間の中間に10分間室外に出て

手洗い・うがいをする休息時間を設ける。（講師との

打合せ必須）

オ　感染発生時は必要な調査への協力依頼

カ　ネーム裏の【緊急時の連絡先】に連絡する人と電

話番号の記入

キ　共同で使う教材・教具（ヨガマット・パソコンなど）

の除菌（消毒）を徹底する。

ク　その他、必要を感じる方の合理的配慮事項の申

出

４　講座会場の使用上の留意点

⑴　サンエールの施設の換気等について

ア　館全体（研修室含む）で外気取り入れを行うこと

で換気している。

【令和４年４月 21日～】 【令和４年 11月１日～】

【講堂用】
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２度目が、令和３年８月14 日から９月 30 日までである。この

休館の間にも、市民の方々には様々な制限がかかり、学び続

けることが困難な場面も多くみられるようになった。

中学生や高校生のスポーツ団体からは、公民館の体育館を

開放してほしいと何度も要望が届いた。練習をする場所がな

く、子どもたちのストレスもたまり、休めば休むほど、技能が

落ちていくのだという。

逆に、図書館については、他の施設が閉館している間、条

件付きで開館していることがあったが、「なぜこのような時期

に開けているのか」という意見も届いた。

それぞれの思いを受け止めながら、市民の皆様に、市の方

針をお伝えし、理解していただくよう丁寧な説明を心がけた。

⑷研修会の在り方
①ハイブリッド型

・社会学級委員等研修会の開催

学習内容の充実・改善を図ることを目的に、内容や活動及

び運営等を振り返り、本年度の取組について話し合う研修会

である。参加者は、来館かリモートのいずれかを選んで参加

することができるようになったことで、令和３年度の 238 名か

ら令和４年度の 260 名へと、新型コロナウィルス流行前の状

況に戻りつつある。

　 令和２年度申込：来館 251 名

　 令和３年度申込：来館 93 名／オンライン 145 名

　 令和４年度申込：来館 123 名／オンライン 137 名

【参加者の声】
・リモートで参加できるようにしたのはとてもよかった。

音声も聴き取りやすく、また文字おこしもしてくださった

ので、内容を聴き逃すことがなく受講できた。

・今回のリモートでの参加はとてもよかった。時間帯に

よっては子供が帰宅する時間で参加が難しい人も多いと思

うが、このような形だといろいろな方が参加できると思っ

た。

②申込み方法やアンケート方法に電子申請方式を追加
様々な研修会やイベントへの申込み方法は、これまで往復

はがきか FAX・メールのみであった。また、その後の、アン

ケート記入についても終了後に用紙を配布して記入、提出して

もらうという流れであった。そこで、参加者の利便性を考え、

鹿児島県電子申請共同運営システム（e 申請）を活用すること

にした。送料がかからないだけでなく、必要事項を入力する

だけであるため、時間短縮もでき、参加者には好評である。

実際に、「サンエールフェスタ 2023」のワークショップの申

込みについては、96.4％が鹿児島県電子申請共同運営システム

（e 申請）であった。

しかし、アンケートについては社会学級委員等研修会の回

収率を比べてみると、令和 2 年度が 87.4％だったのが、令和

３年度は 81.7％であったため、今後は内容の検討などさらに

回収率を上げるための改善を図っていく必要がある。

③イベントについて
年間を通して、生涯学習プラザでは様 な々イベントが行われ

ている。しかし、コロナ禍でやむなく中止・延期の措置を取っ

た団体もある。

ピアノの発表会や定期演奏会、研究会・講演会・セミナー

等の中止のためキャンセルされた講堂の状況は以下のとおりで

ある。
年度 キャンセル件数

令和元年度 22 件
令和２年度 72 件
令和３年度 44 件
令和４年度 15 件

　　　　　　 ※令和５年１月 25 日現在

④会議室や研修室等の取扱いについて
館内にある各種研修室においては、生涯学習プラザ主催の

講座だけでなく、自主学習グループが定期的に研修会を開い

たり、様 な々団体が学びの場として利用したりしている。

緊急事態宣言を受け、自粛ムードもあったが、マスクの着

用や手指消毒を徹底するだけでなく、時間を短縮したり、

座席の位置を工夫したりするなど感染対策を十分に行いなが

ら、それぞれの活動を続ける姿が見られた。研修室の利用状
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況は、以下の通りである。

⑤掲示による対策
来館者への感染対策の一つとして、様々な掲示も行った。

その時々の方針により内容も検討しながら作成し、協力を依

頼してきた。

４．講座・サークル活動の停滞・再開・
　 感染防止対策を踏まえた取組
⑴講座等の運営の実際
①講座実施上の留意点についての職員間認識

講座の実施に伴う感染対策として、以下のような点につい

て、令和２年度より状況に応じて改訂しながら本年度まで職

員間の共通理解事項を設けてきた。

１　プラザ講座開講について

　　新型コロナウィルス感染症予防対策を可能な限り行

い、現在のところプラザ講座は、全講座開設する予定

である。

２　開設する講座の学習計画等について（新型コロナ

ウィルス感染症予防対策）

⑴３密解消のため定員を研修室の定員に合わせ実施

する。

⑵学習回数は予定回数が基本だが、講師と相談して

決定する。

⑶学習時間は計画どおり２時間とする。（講師の要望が

あれば別途検討する）

３　受講者への新型コロナウィルス感染症予防の協力

依頼について

⑴　参加を自粛いただく方

ア　発熱や軽度でも咳や咽喉の痛みがある方及び陽

性者との濃厚接触がある方

イ　講座日に毎回体温を測り、熱（微熱でも）がある方

や具合の悪い方

⑵　講座参加時に留意すること

ア　マスク着用が基本（咳エチケット）

イ　手洗い・うがいの徹底と水分補給・汗の始末等

ウ　人と人との間隔（座席間）を２ｍ近くに保つなど３

密の回避

エ　120分間の講座時間の中間に10分間室外に出て

手洗い・うがいをする休息時間を設ける。（講師との

打合せ必須）

オ　感染発生時は必要な調査への協力依頼

カ　ネーム裏の【緊急時の連絡先】に連絡する人と電

話番号の記入

キ　共同で使う教材・教具（ヨガマット・パソコンなど）

の除菌（消毒）を徹底する。

ク　その他、必要を感じる方の合理的配慮事項の申

出

４　講座会場の使用上の留意点

⑴　サンエールの施設の換気等について

ア　館全体（研修室含む）で外気取り入れを行うこと

で換気している。

【令和４年４月 21日～】 【令和４年 11月１日～】

【講堂用】
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２度目が、令和３年８月14 日から９月 30 日までである。この

休館の間にも、市民の方々には様々な制限がかかり、学び続

けることが困難な場面も多くみられるようになった。

中学生や高校生のスポーツ団体からは、公民館の体育館を

開放してほしいと何度も要望が届いた。練習をする場所がな

く、子どもたちのストレスもたまり、休めば休むほど、技能が

落ちていくのだという。

逆に、図書館については、他の施設が閉館している間、条

件付きで開館していることがあったが、「なぜこのような時期

に開けているのか」という意見も届いた。

それぞれの思いを受け止めながら、市民の皆様に、市の方

針をお伝えし、理解していただくよう丁寧な説明を心がけた。

⑷研修会の在り方
①ハイブリッド型

・社会学級委員等研修会の開催

学習内容の充実・改善を図ることを目的に、内容や活動及

び運営等を振り返り、本年度の取組について話し合う研修会

である。参加者は、来館かリモートのいずれかを選んで参加

することができるようになったことで、令和３年度の 238 名か

ら令和４年度の 260 名へと、新型コロナウィルス流行前の状

況に戻りつつある。

　 令和２年度申込：来館 251 名

　 令和３年度申込：来館 93 名／オンライン 145 名

　 令和４年度申込：来館 123 名／オンライン 137 名

【参加者の声】
・リモートで参加できるようにしたのはとてもよかった。

音声も聴き取りやすく、また文字おこしもしてくださった

ので、内容を聴き逃すことがなく受講できた。

・今回のリモートでの参加はとてもよかった。時間帯に

よっては子供が帰宅する時間で参加が難しい人も多いと思

うが、このような形だといろいろな方が参加できると思っ

た。

②申込み方法やアンケート方法に電子申請方式を追加
様々な研修会やイベントへの申込み方法は、これまで往復

はがきか FAX・メールのみであった。また、その後の、アン

ケート記入についても終了後に用紙を配布して記入、提出して

もらうという流れであった。そこで、参加者の利便性を考え、

鹿児島県電子申請共同運営システム（e 申請）を活用すること

にした。送料がかからないだけでなく、必要事項を入力する

だけであるため、時間短縮もでき、参加者には好評である。

実際に、「サンエールフェスタ 2023」のワークショップの申

込みについては、96.4％が鹿児島県電子申請共同運営システム

（e 申請）であった。

しかし、アンケートについては社会学級委員等研修会の回

収率を比べてみると、令和 2 年度が 87.4％だったのが、令和

３年度は 81.7％であったため、今後は内容の検討などさらに

回収率を上げるための改善を図っていく必要がある。

③イベントについて
年間を通して、生涯学習プラザでは様 な々イベントが行われ

ている。しかし、コロナ禍でやむなく中止・延期の措置を取っ

た団体もある。

ピアノの発表会や定期演奏会、研究会・講演会・セミナー

等の中止のためキャンセルされた講堂の状況は以下のとおりで

ある。
年度 キャンセル件数

令和元年度 22 件
令和２年度 72 件
令和３年度 44 件
令和４年度 15 件

　　　　　　 ※令和５年１月 25 日現在

④会議室や研修室等の取扱いについて
館内にある各種研修室においては、生涯学習プラザ主催の

講座だけでなく、自主学習グループが定期的に研修会を開い

たり、様 な々団体が学びの場として利用したりしている。

緊急事態宣言を受け、自粛ムードもあったが、マスクの着

用や手指消毒を徹底するだけでなく、時間を短縮したり、

座席の位置を工夫したりするなど感染対策を十分に行いなが

ら、それぞれの活動を続ける姿が見られた。研修室の利用状
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⑵地域総合文化祭の動向
・開催方法の工夫
令和元年度まで各公民館において毎年地域総合文化祭を

実施してきた。自主学習グループによる舞台発表や、団体に

よる作品展示などがあり、地域の方々も楽しみにしているイベ

ントの一つである。

コロナ禍で、開催が難しくなりやむなく中止とした公民館も

ある。その一方で、開催方法を検討し、できる形で実施して

きた公民館もある。

ただし、令和２年度の実施分については、舞台発表を実施

していない。作品展示のみの開催であった公民館がある一方、

舞台発表をする予定であった団体の様子を録画し、文化祭の

日に映像として流し、地域の方々に見ていただいた館もあった。

令和３年度になると、舞台発表をビデオ収録して流す館も

増え、中止となってもミニ作品展示会やロビー展示を開催する

館も増えてきた。

令和４年度は、舞台発表を通常どおり行ったり、みんなで

声を揃えて歌ったりする場面も見ることができるようになった。

⑶自主学習グループの運営
　・活動自粛の状況
地域公民館では、講座等の延長で学びを深めたい・学びを

続けたいという方々が集まり、自主学習グループを結成し活動

している。内容も、習字や絵手紙、写真、合唱、ギターの演

奏など様々である。

新型コロナウィルス感染症の影響で、自主的に活動を休止

（自粛）した自主・利用学習グループは以下の通りである。

団体がそれぞれ、感染対策を取りながら、自分たちの学び

の場を確保してきたことがうかがえる。また、自主学習グルー

プ連絡会での周知・感染予防の徹底に努めたことも、安心し

て学ぶことができる一つの要素になったと考えられる。

５．成果と課題
⑴成果
①市の方針に基づきながら、状況に応じて様 な々工夫を凝ら

し、対面での研修や講座等を実施してきたことで、市民の学【令和 3 年度：谷山市民会館 展示の様子】

【ベビーマッサージ教室】

【開催状況】

年度 開催状況

令和元年度 全館実施

令和２年度 中止 10 館、実施４館

令和３年度 中止 10 館、実施４館

令和４年度 中止１館、実施 13 館

【令和 3 年度：谷山市民会館 舞台代替の様子】
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23,137 23,656 24,532 25,883 23,550 22,117 24,873 26,443 21,991 22,516 23,022 25,170
22,343 21,531 22,408 23,836 13,876 8,188 22,125 21,400 17,311 17,630 18,617 22,004
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イ　加えて換気扇があるのは、生活工房と食工房でこ

の２部屋はかなり換気が効く。

ウ　窓があるのは、多目的フロア、食工房と小研修室

及び中研修室の一部の部屋のみ。

⑵　講座開設の際の会場使用の留意点について

ア　換気扇があるところは換気扇を入れる。

イ　窓があるところは、安全確認をして開ける。

ウ　研修室等では、入口を開け放して学習する。（講師

の意向を確認）

※以上、感染対策に関する内部資料のみ抜粋

②感染拡大にともなう中止講座
新型コロナウィルス感染症拡大防止のために中止となった講

座（令和２・３年度）は以下の通りである。

●　令和２年度
・　すこやかベビーママ友講座
・　乳幼児期の食事づくり講座
・　すぐに役立つ「和食の基本」講座
・　大切な家族の介護入門講座
・　レベルアップ・エクセル講座
・　今日から始めるエクセル講座（入門編）
・　ニコニコファミリーの愛情手料理講座
・　ハッピーママのベビーマッサージ教室
・　シニアのためのらくらくインターネット塾

パソコン講座等については、期日を延期して実施する方向
で検討を重ねたが、研修室の確保ができなかったり、講師
の都合が合わなかったりしたため、やむなく延期することが
できなかった。

また、調理を伴う講座や、人と人とが接触する事が考えら
れるような講座については延期せず、中止となった。

●　令和３年度
　・  すぐに役立つ「和食の基本」講座
上記の講座については、講師の判断により中止となった。

令和３年度は、臨時休館のため延期となった講座もあった
が、他全て日程変更や実施回数を減らすなどして実施の方向
で進めた。

●　令和４年度・・・中止講座なし

③オンライン講座の導入（令和３年度より）
「ドリームプロジェクト～イベント企画人材育成養成講座

（オンライン対応講座）」

イベントの企画や情報発信の仕方、イベント当日の進行方

法等について学び、イベントプロデューサーとして地域におけ

るまちづくり事業やサンエールかごしまでのイベントに主体的

に取り組む意欲と技能を身につけるとともに、地域づくりの担

い手として活動できる人材の育成を目指す講座である。

実践者を講師として招聘し、地域づくりの基礎を学び、地

域づくりの活性化に生かすことができる講座を目指して企画・

立案されたものである。コロナ禍における講座の在り方や遠

方からの参加希望者を考慮し、令和３年度は、「オンライン講

座」として実施した。令和４年度は、オンライン対応講座とし、

「オンライン」と「会場受講」のハイブリッド形式で実施した。

④座席配置の工夫
感染対策のため定員を減らし、講座生には間隔を広めにとっ

てもらったり、資料を置いているところに座るなど座席指定を

行ったりすることで、密にならないよう配慮した。

⑤講座に対する市民の反応
コロナ禍にあって、「なぜ講座をまだ続けているのか」とい

う電話の問い合わせをいただいた。市民のなかには、人と人

が集まり、同じ場所で何かを行うという行為が危険だと感じ

た方もいたようである。当初は、ワクチンもなく感染が拡大し

ていくなか、医療のひっ迫といった社会状況の中、不安だっ

たに違いない。もちろん、講座等を中止せざるを得ない状況

もあったが、前期・夏季・後期を通して多くの方からの参加

申込みをいただいていた。こうした状況を伝え、感染対策を

十分にとって講座を開催していることなどを丁寧に説明する

ことでご理解いただいた。講座の申込み者数と応募率平均

は、令和元年度は 1200 人、153％、令和２年度は 1066 人、

229％、令和３年度は 1448 人、169％、令和４年度は 1544 人、

172％となっており、新型コロナウィルス流行時の減少から今

日に至るまでの持ち直しの状況がみられる。

【講座の様子】
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⑵地域総合文化祭の動向
・開催方法の工夫
令和元年度まで各公民館において毎年地域総合文化祭を

実施してきた。自主学習グループによる舞台発表や、団体に

よる作品展示などがあり、地域の方々も楽しみにしているイベ

ントの一つである。

コロナ禍で、開催が難しくなりやむなく中止とした公民館も

ある。その一方で、開催方法を検討し、できる形で実施して

きた公民館もある。

ただし、令和２年度の実施分については、舞台発表を実施

していない。作品展示のみの開催であった公民館がある一方、

舞台発表をする予定であった団体の様子を録画し、文化祭の

日に映像として流し、地域の方々に見ていただいた館もあった。

令和３年度になると、舞台発表をビデオ収録して流す館も

増え、中止となってもミニ作品展示会やロビー展示を開催する

館も増えてきた。

令和４年度は、舞台発表を通常どおり行ったり、みんなで

声を揃えて歌ったりする場面も見ることができるようになった。

⑶自主学習グループの運営
　・活動自粛の状況
地域公民館では、講座等の延長で学びを深めたい・学びを

続けたいという方々が集まり、自主学習グループを結成し活動

している。内容も、習字や絵手紙、写真、合唱、ギターの演

奏など様々である。

新型コロナウィルス感染症の影響で、自主的に活動を休止

（自粛）した自主・利用学習グループは以下の通りである。

団体がそれぞれ、感染対策を取りながら、自分たちの学び

の場を確保してきたことがうかがえる。また、自主学習グルー

プ連絡会での周知・感染予防の徹底に努めたことも、安心し

て学ぶことができる一つの要素になったと考えられる。

５．成果と課題
⑴成果
①市の方針に基づきながら、状況に応じて様 な々工夫を凝ら

し、対面での研修や講座等を実施してきたことで、市民の学【令和 3 年度：谷山市民会館 展示の様子】

【ベビーマッサージ教室】

【開催状況】

年度 開催状況

令和元年度 全館実施

令和２年度 中止 10 館、実施４館

令和３年度 中止 10 館、実施４館

令和４年度 中止１館、実施 13 館

【令和 3 年度：谷山市民会館 舞台代替の様子】
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入館者数推移（月別）

入
館
者
数

月

23,137 23,656 24,532 25,883 23,550 22,117 24,873 26,443 21,991 22,516 23,022 25,170
22,343 21,531 22,408 23,836 13,876 8,188 22,125 21,400 17,311 17,630 18,617 22,004
12,974 13,842 19,953 19,317 20,584 19,988 23,427 22,776 19,182 19,469 20,107 21,926
27,374 30,480 33,041 32,132 30,927 26,794 30,354 30,929 24,352 27,900 28,907 17,998R元

R２
R３
R４
年度
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イ　加えて換気扇があるのは、生活工房と食工房でこ

の２部屋はかなり換気が効く。

ウ　窓があるのは、多目的フロア、食工房と小研修室

及び中研修室の一部の部屋のみ。

⑵　講座開設の際の会場使用の留意点について

ア　換気扇があるところは換気扇を入れる。

イ　窓があるところは、安全確認をして開ける。

ウ　研修室等では、入口を開け放して学習する。（講師

の意向を確認）

※以上、感染対策に関する内部資料のみ抜粋

②感染拡大にともなう中止講座
新型コロナウィルス感染症拡大防止のために中止となった講

座（令和２・３年度）は以下の通りである。

●　令和２年度
・　すこやかベビーママ友講座
・　乳幼児期の食事づくり講座
・　すぐに役立つ「和食の基本」講座
・　大切な家族の介護入門講座
・　レベルアップ・エクセル講座
・　今日から始めるエクセル講座（入門編）
・　ニコニコファミリーの愛情手料理講座
・　ハッピーママのベビーマッサージ教室
・　シニアのためのらくらくインターネット塾

パソコン講座等については、期日を延期して実施する方向
で検討を重ねたが、研修室の確保ができなかったり、講師
の都合が合わなかったりしたため、やむなく延期することが
できなかった。

また、調理を伴う講座や、人と人とが接触する事が考えら
れるような講座については延期せず、中止となった。

●　令和３年度
　・  すぐに役立つ「和食の基本」講座
上記の講座については、講師の判断により中止となった。

令和３年度は、臨時休館のため延期となった講座もあった
が、他全て日程変更や実施回数を減らすなどして実施の方向
で進めた。

●　令和４年度・・・中止講座なし

③オンライン講座の導入（令和３年度より）
「ドリームプロジェクト～イベント企画人材育成養成講座

（オンライン対応講座）」

イベントの企画や情報発信の仕方、イベント当日の進行方

法等について学び、イベントプロデューサーとして地域におけ

るまちづくり事業やサンエールかごしまでのイベントに主体的

に取り組む意欲と技能を身につけるとともに、地域づくりの担

い手として活動できる人材の育成を目指す講座である。

実践者を講師として招聘し、地域づくりの基礎を学び、地

域づくりの活性化に生かすことができる講座を目指して企画・

立案されたものである。コロナ禍における講座の在り方や遠

方からの参加希望者を考慮し、令和３年度は、「オンライン講

座」として実施した。令和４年度は、オンライン対応講座とし、

「オンライン」と「会場受講」のハイブリッド形式で実施した。

④座席配置の工夫
感染対策のため定員を減らし、講座生には間隔を広めにとっ

てもらったり、資料を置いているところに座るなど座席指定を

行ったりすることで、密にならないよう配慮した。

⑤講座に対する市民の反応
コロナ禍にあって、「なぜ講座をまだ続けているのか」とい

う電話の問い合わせをいただいた。市民のなかには、人と人

が集まり、同じ場所で何かを行うという行為が危険だと感じ

た方もいたようである。当初は、ワクチンもなく感染が拡大し

ていくなか、医療のひっ迫といった社会状況の中、不安だっ

たに違いない。もちろん、講座等を中止せざるを得ない状況

もあったが、前期・夏季・後期を通して多くの方からの参加

申込みをいただいていた。こうした状況を伝え、感染対策を

十分にとって講座を開催していることなどを丁寧に説明する

ことでご理解いただいた。講座の申込み者数と応募率平均

は、令和元年度は 1200 人、153％、令和２年度は 1066 人、

229％、令和３年度は 1448 人、169％、令和４年度は 1544 人、

172％となっており、新型コロナウィルス流行時の減少から今

日に至るまでの持ち直しの状況がみられる。

【講座の様子】
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新型コロナウイルス禍における鹿児島市立少年自然の家に
おける取組と今後の運営について

  鹿児島市教育委員会　生涯学習課長　　　　　　

前鹿児島市立少年自然の家　所長　西國原　学

１．はじめに
令和２年２月末、全国の小中学校と高校、特別支援学校に

臨時休校が要請された。休校中の子供たちの生活は一変し、

これまでのように友達と遊んだり、勉強したりすることができ

なくなり、ゲームやＳＮＳの時間が増えるなど生活リズムを崩

す子供たちが見られるようになった。また、学校が再開されて

も、授業形態や給食のとり方、学校行事や部活動が制限され

るなど、本来子供たちにとって楽しい学校生活が分断され緊

張に包まれることとなった。さらに、マスク着用が義務付けら

れ、友達の表情が読めなくなるなどコミュニケーションが妨げ

られ、子供の笑顔を見る機会が減ってきた。

私は、新型コロナウイルス感染症流行下の令和２年４月、

大きな不安を抱えて鹿児島市立少年自然の家（以下、本所）

に着任した。集団宿泊学習の延期や利用団体のキャンセル、

主催事業の中止等の対応に追われる日々であり、初めて経験

する社会情勢の中で、施設運営に取り組んできた。

そこで、新型コロナウイルス禍における本所の取組について

紹介するとともに、今後の運営について考えてみたい。

２．コロナ禍における体験活動の重要性
体験活動は、「社会を生き抜く力」として必要となる基礎的

な能力を養うという効果があり、コミュニケーション能力や自

立心、協調性、チャレンジ精神、創造力、変化に対応する力

等が育まれることが期待されている。しかし、体験活動が制

限されることにより、これからを生きる子供たちにとって様々

な影響が出ることを懸念する。

国立青少年教育機構がコロナ禍に行った調査によると、自

然体験活動を通して、怒り感情やストレス反応、自信といった

メンタルヘルスの改善が見られたことが報告されている。

これらのことから、子供たちの体験の場や機会が失われつ

つある中において、体験活動を推進していくことは重要であ

り、コロナ禍でも子供たちが安心して体験活動が実施できる

よう様 な々対策や工夫を講じる必要がある。

３．具体的取組
コロナ禍における体験活動の重要性を踏まえ、感染防止対

策を講じ実施した「受入事業」、「主催事業」、「次世代を切り

拓く青少年育成事業」、「地域等との連携」における取組を紹

介する。　

　

(1) 受入事業について
本所の利用団体の約 50％は小中学校であり、そのほとん

どは学校行事である集団宿泊学習として利用している。

学校をはじめとする利用団体には、国が示した「新しい生

活様式」や「学校における新型コロナウイルス感染症に関す

る衛生管理マニュアル」、「本市の基本方針」等を踏まえ、新

たに作成した本所独自のマニュアルや手引きに基づき、感染

防止対策を講じながら運営に努めた。

また、県内の青少年教育施設との情報共有に努めながら、

感染状況の変化に応じてマニュアル等の改定を行ってきた。

まず、利用団体には、マスク着用や手指消毒、手洗い、う

がい、咳エチケット等の基本的な感染対策を徹底するととも

に、２週間前から当日までの参加者の健康状態を把握するこ

とや、宿泊する場合は朝夕の検温も行うようにした。

なお、マスク着用については、野外活動の際や熱中症対策

として外すことについては、利用者の判断とした。

主な感染対策については次のとおりである。

【本所のマニュアルと手引き】
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びの場を確保し、学びを止めることなく様々な形で続けるこ

とができた。

②感染対策を講じると同時に、新しい形（オンライン等）の

講座を企画したり、研修会の内容（時間・場所・形態等）を

見直したりするよい機会となり、事業のスリム化を図ること

ができた。

⑵課題
　 ①オンラインでの講座を開発しつつあるが、適切な講座内容

であるか十分に検討する必要があり、オンラインのみかハイ

ブリッド式にするかなども含め吟味していく必要がある。ま

た、運営面においてもデジタルデバイドの解消が必要であ

り、職員の研修等を含めリモート機器の扱いなど事前に習得

していく必要がある。

　 ②今後も感染対策は必要不可欠であり、どのような状況に見

舞われていくのかわからない点も多い。そのため、今後も新

しい生活様式に対応した活動を継続していく必要がある。

６．おわりに
過去４年間の入館者数の推移を見てみると、新型コロナウィ

ルス感染症発生前には到底及ばないものの急激に落ち込んだ

令和２年度、３年度に比べ、令和４年度は令和元年度に近づ

きつつあることがわかる。

この３年間、それぞれが知恵を出し合い、協力しながら様々

な対策をとってきたことが功を奏した結果であり、一度止まり

かけていたものが動き出し、少しでも通常に戻る努力をしてき

た成果ではないだろうか。

今後も事業を考える際、新しい生活様式に即した運営に努

め、安心感のある学習環境を確保したうえで、今まで以上に

講座やイベントなどの必要性や効果を明確にし、事業を推進

していかなければならない。

また、リモート機器等の活用が進むなか、地域から出て様々

なつながりを築くきっかけとしても、リモート機器の活用は有

効であるため、様 な々機会における学習方法として取り入れて

いく必要がある。

最後に、この変化の激しい今の時代において、お互いに知

恵を出し合い、誰一人として取り残されることなく、生きがい

を感じることのできる生涯学習社会の実現を目指し今後も様々

な事業を展開していきたい。
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